
第２４回日本キャンプミーティング

第４回キャンプミーティング
『これからキャンプこうしませんか？』

国立山口徳地青少年自然の家

事業推進係長兼企画指導専門職 黒田 雅秀



本日の内容

山口徳地自然の家について

施設運営の現状とレスポンス（新型コロナウイルス感染症対策として）

教育事業の状況（実施状況と実施方法）

今後のキャンプの展開について（教育的視点より）



国立山口徳地青少年自然の家

山口県県央の標高360ｍに設置され、昨年設立30周年
を迎えた施設です。

宿泊定員は300人（通常時）で、様々な自然体験活動
を実施することができます。

メインアクティビティは徳地アドベンチャー教育

プログラム（TAP)で、冒険教育の考え方を基盤とした

体験活動を提供しています。

また、森林セラピーの基地に認定されており、地元の

団体と連携し、活動提供をしています。



今年度の施設の利用状況

４～８月の利用団体は新型コロナウイルスの影響で大幅減少
（9月以降に利用変更もあり）

多くの団体が日帰りに変更（宿泊は例年の半分程度）

今年度の総利用者数予想は例年の１／４程度になる見込み



新型コロナウイルス感染症対策
の現状（生活面）

消毒の設置及び使用箇所の消毒
（職員及び清掃業者）

宿泊棟の割振りと消毒

食堂の利用時間の調整

団体への協力依頼



利用団体のレスポンス（アンケートより）

「新型コロナウイルス対策が思った以上にしっかりされていた。」

「部屋の消毒・換気等こまめにされていて安心して利用することが
できた。」

「活動に関しても、感染症対策を視野に入れた指導がされてい
た。」

「食堂の利用時間が他団体と被っていなかったので安心できた。」

「消毒液が必要な場所へ置かれていて良かった。」

「職員さんは消毒等大変だと思いますが、頑張ってください。」



教育事業（主催事業）について





実施までの流れ（新型コロナウイルスに対する対応として）

６月上旬：昨年通り中四国地方で実施か県内実施か、内容大幅変更で実施（日数短

縮）、中止の判断。県内でのPCR検査陽性者数が少ないことから県内での
実施を決定。

〇 山口県内の感染者は5月16日以降出ていない。
〇 随行職員のリスクも考えて、山口県内での実施とした。

〇 リスクアセスメント及びリスクマネジメントをスタッフ間でしっかりと共

有する。

〇 体調管理のために定期的な検温と体調管理を実施すること。体調不良や発

熱等があった場合のクライシスマネジメント含め、スタッフで共有する。



ライドアドベンチャーの様子

【アイスブレイク等】



ライドアドベンチャーの様子

【生活・移動等】



これからのキャンプを考えると・・・

家庭
（保護者）

家庭
（保護者）

本人
（参加者）

本人
（参加者）

組織
（主担当）

組織
（主担当）

感染症対策を学びの一環として提供

感染症対策も含め主体的に参画



最後に・・・。

コロナウイルス → 学びのツール → 組織キャンプ
の質の向上



ご清聴ありがとうございました。


